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図１ 調査区位置図（既往調査を含む） 図６ 東側土塁 矢穴長約 4～ 5cm の矢穴 図７ 二之丸東二之丸門雁木 入隅部・最下段

図４ 東側土塁 入隅部切石出土状況 図５ 西側土塁 入隅部切石出土状況

図２ 東側土塁 完掘状況（北西から） 図３ 西側土塁 完掘状況（北東から）

矢穴長

表二の門発掘調査成果について

１　令和５(2023) 年度発掘調査成果

（１）調査の概要

ア　調査目的

・ 雁木の復元整備を検討するため、積み直し後の雁木の段数や構造、附属土塀との関連など

　の情報を収集する。

・ 試掘調査で出土した切石が土塁中央部で残存しているかを確認し、構造の確認と切石の設

　置時期について検討を行う。

・ 当初の雁木や積み直し後の雁木など変遷過程に伴う遺構を確認し、石垣の積み直しの可能 

　性、雁木の構築過程の解明を行う。

イ　調査期間

　令和５年 (2023)８月 21 日～９月 27 日［25 日間］

　※９月 16 日 ( 土 ) に市民向け現地説明会を実施し、約 350 名が参加

ウ　調査箇所

　表二の門附属土塀背面の土塁全面を調査範囲とした［計 80 ㎡］（図１）

　※調査範囲内に令和元 (2019) 年度調査区、令和４(2022) 年度調査区を含む

（２）調査成果の概要

①　土塁の裾部にて、雁木の最下段と考えられる一連の切石を検出した。

　→東側土塁の切石には矢穴長が短い矢穴痕がつき、江戸時代中期以降のものと考えられる。

②　土塁の斜面部にて、雁木の背面構造と考えられる円礫を一面に検出した。

　→円礫の検出レベルと雁木推定ラインが一致する箇所があり、一部では雁木設置時の状態

　が残存していると考えられる。

③　土塁の各所にて、後世の改変の痕跡を多く確認した。

（３）出土遺構の評価

ア　切石

・ 両側の土塁裾部にて、昨年度の試掘調査で出土した切石と連続する切石を検出した。築城

　当初の雁木ではなく、積み直された雁木の最下段と考えられる。

・ 出土した切石は計 12 石となり（ほか抜取痕１箇所）、すべて花崗岩であった。

・ 入隅部では奥行が短い切石（約 15.0 ～ 18.0cm）が含まれていることを確認した。

・ 東側土塁入隅部の切石には矢穴長約 4.0 ～ 5.5cm の矢穴痕がみられた。江戸時代中期以降 

　の矢穴と考えられるため、この切石は雁木積み直し時に新たに入れられた可能性がある。

・ ２段目の雁木は最下段の上面に乗ると考えられるため、最下段の踏面は奥行の短い切石に

　合わせて約 15.0 ～ 18.0cm と想定される（２段目以降は蹴上約 30cm 踏面約 27cm か）。
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　 　 切石による推定ラ イ ン ( 上下 )

　 　 石垣加工痕

　 　 石垣加工痕による推定ラ イ ン

A

A’
雁木推定ラ イ ン下端と

検出面一致する

13.75m

15.0m

16.0m

17.0m

18.0m

19.0m

13.75m

15.0m

16.0m

切石上面

17.0m

18.0m

19.0m

B

B’

0 1m

天端石

切石

雁木推定ラ イ ン下端と
検出面一致する

2

図 12　A-A’断面 見通し図による雁木の断面位置の検討

図 13　B-B’断面 見通し図による雁木の断面位置の検討図 10 東側土塁 切石直下サブトレ検出状況 図 11 東側土塁 切石直下サブトレ下端検出状況

図８ 西側土塁 円礫・根固め検出状況 図９ 東側土塁 天端サブトレ円礫検出状況

イ　円礫

・ 両側の土塁斜面部にて、面的に円礫を検出した。円礫は雁木の背面に詰められていたもの

　と考えられ、検出状況は雁木撤去時の状態を示している可能性が高い。

・ 検出面が垂直・平坦に近い箇所があり、雁木推定ラインを比較すると一致する箇所があっ

　た。このため、部分的に雁木設置時の状態（背面構造）が残存していると考えられる。

・ 円礫の岩石種調査を行ったところ、石質の割合・礫径の分布が庄内川中流域と類似した。

　同様の調査を行っている本丸搦手馬出石垣の栗石では、庄内川からの採取は天和期の栗石

　にみられる。この調査成果及び円礫中に瓦片が混じることも考慮すると、検出した円礫は

　雁木の積み直し時に搬入されたものと考えられる。

・ 検出面では円礫と土が混じる状況であったが、東側土塁天端にて深堀りを行ったところ、

　検出面から約 30cm 下で円礫のみの層を確認した。当初の背面構造の可能性がある。

ウ　控柱根固め

・ 土塁斜面部にて円礫を検出するなかで、控柱下端付近では比較的大きい角礫・円礫が集中

　してみられた。控柱の根固めと考えられ、すべての控柱下端で確認した。

・ 根固めは現在の控柱直下に単一のものしか検出されなかった。根固めは円礫の検出面を掘

　りこんでいることを確認したため、雁木撤去後に設けられたと考えられる。

エ　切石直下の石列

・ 東側土塁の切石直下では、切石下端より約 20cm 下に砂岩の割石２石が面を揃えて出土し、

　さらにその下に高さ 50cm 以上の花崗岩の切石２石が横並びで出土した。深さ約１ m では

　粘質土と円礫を検出したため、何らかの遺構と考えられるが性格は不明である。
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